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Wエτ
58．0
63．0
50．0
54．5
60．0・
61．0
68．5
56．0
63．0
64．0
6工0
63・　．0
65．0
60．5
30．932．4
　　2）吉田肉腫腹腔内移植時におけるP波高の時間的変
動について：第2表に示す如く，移植後，12時問目では．
で，4例陰性，陽性牽87％を示した。36時問目では12例
の平均値は，W：〔；42．5，　WIT：43．3で勿論対照上界を越え
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この場合は全例が陽性を示した。その後の波高はWT，　WlT
の平均値及び個々の例，ともに漸次上昇を示し，10H目14
例の平均値はWエ：57．2，W∬：6e．5を示した。
　即ち，P反鷹では24時陶にしてS7％，36時間以後では，
100％陽性を示した。
　3，吉田肉腫腹腔内移植時における七條及び　Botelho
氏友歴iについて：　七十反慮は吉田肉腫腹腔内移出後，72
第3表の如く，腹腔内移植後，24時間目に急激に低下を示
し，対照前値の乎均S．1±0．79％に対して，24時間目には
7．52土O．77％と餌下し，　その後は大体24時間値：と同程度
の範囲内にあった。
　　　　　　　総括並びに考按
以上私ぽP反感の・「1し期診断山側1虹を調べる口的
第3表　吉田肉腫腹腔内輔弼専濾液反目と2，3癌反応との比較成績
＼＼Li時
方法　　．＼
?「 レ鱒周
?? ???
七　條　反　庵
ボテ　ロ反応
24・閧R6畔問．
　　　1
血肝蜘・小・±・・79
??
，　7．52　±　O．77
??
48時間
十ト
十十
6．76士0．75
720冝E日
?? 日十
十・ト
??
6・22土。・47P
6日
??
??
8口
??
??
lo　r．1
??
??
暗周まではすべて陰性で，6日同より陽性化した。Botelho
氏反照も，大体七條氏反鷹と同様の成績であるが，私の場
合は大体8日目よリ陽性化を示した。
　4）採血のみによるP波高の変動について：　念のた
めに毎日1，5CC宛採血をくりかえした際の影響を調べるど，
第4表　探血のみによるP反慮の影響
No．　噂　　問 w・iw工丁
　　　有篭　　　　　19．0　24．0
　　24　n：Si　ll”　r　26．0］2q．．0
1
　　48　，！　128．OP29．0
　　72　？1　［3，1．0130．0
2
　前
2生時間
4S　v
72　，1??
　　　前
　　　124時悶
3
　　4S　1！
　　72　〃
09??
01???
04?
04??
042
082
00?
0???
21．0
20r．0
27．0
2S．O
19．0
21．0
24．0
26．5
No． 時　　間
　　　前
　　24　L15・i旧
4
　　4S　，1
　　”t2　u
5
??
?
均
　前
241昨問
48　v
72　u
　前
24疇問
4S　，1
72　u
wT　I　wii
’0
????????????????????????????（???????「
．????
???????
第4蓑の如く，この場合にも次第に波高の上昇をみとめる
が，勿論陽性限界には建しない。
　5）吉田肉腫腹腔内移植時における血清蛋白量の変動；
32）長沢；癌41，100（1950）．
を以て，先ず吉田肉腫の腹腔内移植実瞼について
の襯察を行い，同時に七條及びBotelho両癌反慮
との比較を試みたので，これ等を一括して考按を
加えてみたい。
　健康ラッチ30頭の血清コバルト蛋自波は，　入の場合と
同様，大体一定した型の二重波を示し，その詳細は別報の
予定であるが，波高の一一定をはかるためには，かなり長期
間の一定食餌による飼育が必要である。
　また勿i論，飼育條件，特に皮膚病，寄生虫，夕卜傷等の防
止に留意する必要があり，それらによってラツテの場合は
極めて敏感に波高の上昇を來しうる。
　かくして得た私の正常対照値：の平均値は，P　tlnJ條件を極
カー定にしてもな16　WT：19．9±11．0，　WIT：20．0±12．4の
廣い範囲を示した。
　吉田肉腱の腹腔内移植を行うと，P濾液反鷹は，36時聞
目には完全に陽性化する。このことは前記の如く，仮りに
対照値の変動がどのように大きくても，推計学的に井井な
i棄却槍定を行って，なお完全に正常範囲内にあるとは考え
られぬ位に異常な高値を示すものであり，牛均値の差を吟
味しても無論有意であり，同時に行った七條，Botelho氏
族晦等が6日目以後に陽饗する事実に比較して，かなり鏡
敏：な反照と解；しtte・よう。
　なお長沢鋤も七條，Botelho氏反魂は10日目路，　K批teR
氏反磨は8日目頃に陽聴し，日比33）は酸濁反応が最も早く
て3日目以後に陽性化すると報告しているが，この点から
33）　H上ヒ＝　癌　41，96，214　（1950）．
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みれば，私の揚合はこれ等の反応は，寧ろやや早期に陽性
化を示す傾向にあるが，それにしてもP法の感度は頗る
錨と敏と考」えられよう。
　しかし度々報告した如く，P法は非特異的画配と考えら
れる故，この場合の関與因子が悪性腫蕩に特異的なもの，
と考えられるか，または非特異的炎旋1反慮所産のしからし
むるところと考えるべきかは，極めて重大な問題である。
　このことに関して私はその都度腹水の細胞組成を鋭検し
て，本法陽蒋時には異物炎症反庵としての細胞増多をみと
めず，明かに吉田肉踵系皿胞増殖の事実を確認した。
　なおこの点については，実験的に炎症を惹起せしめた際
のP反磨，或いは吉田肉1匝の皮下移植と，その切除別出
による反雁の態度等を中心にして，対照実瞼を試み，少な
くとも移植肉腫細胞の増殖が，この場合の陽性化の主役を
演ずることを催撫したが，その詳細については引続き後報
の予定セあ．る。
　また勿論本法が血浩蛋白質の変動を反慮の主要機榑とし
ていることはいうまでもない。
　從って，ラツテの如き小動物に頗回鮮血を行うという過
員荷が輿えるP波高への影響を無堕することは餌通ない。
よってP波高の変化と同時に血清蛋白量の変動を罰黙し
たが，少なくとも今回の私の実瞼に支障を來すほどの影響
は認められない。しかし盗る時同から後において波高の上
昇とWエ／WI丁の変動を認めたことから，　Tropp2）のいう
‘‘jreuzungs－eff’ekt”Pこ相当するin　vivoの興昧ある閏題
が派生すると考える。
　即ち，最近Plasmapheresis等によって，いわゆる易動
蛋白質の性質を追求する研究が行わオしているが，血清内の
蛋白分居の変動がもたらす　Polarogramへの影響も注目
ざるべきであるう』
　軍に探血．による低蛋白血症の生魍という1量的変化に基づ
く事実以外に，易動蛋白質の動員等，動的亭衡論の上から
する質的変化が，これに加わる点について今室麦追求すべき
問題があると考えられはすまいか。
　吉田肉腫移植時の血清蛋白質の変動．につV、ては，
すでに，螺良34），日比33）も報一告しているが，一般
に悪性腫瘍を通じて認められるアルブミンの減少
が特に旧著である，としている。
　この黒占，敏室の佐藤35）はさらにα一グロブリン
の増加が雫行ずるととを報告しているが，このこ
とと本反慮の陽性化，さらに上記対照実瞼に認め
られた探血時波高上昇の開題を含めて，この邊り
ecも今後コバルト蛋白波磯生機構解明上の重要な
手懸りが伏在するもののごとくである。
結 論
　Pによる癌反面の診断的債値，特にその．早期診
断的債値を確かめるために，吉田肉腫腹腔内移植
実駿を：行い，36時隔日に陽性となることを認め得
た。これぽ同時に行った面恥，Botelho氏反鷹等
に比べて著しく早く，これ等では大体6日出以後
に始めて陽性となった。
　なお対照実験として採血による影響を血清蛋白
量の測定と同時にP的に観察し，2，3の考按を
加えた。
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和28．12．18受付）
Summary
　　Experimental　tests　were　run　on　rats　intraperitoneally　transplanted　with　Yoshida
Sarcoma　in　order　to　verify　the　diagnostic　value　of　polarographical　cancer　reaction　and
especially　to　ascertain　its　early－diagnostic　value．
　　Rats　already　showed　positive　reaction　at　36　hours．
　　This　is　markedly　quicker　when　compared　to　Shichijo’s　reaction，　Botelho’s　reaction
etc．，　which　were　tested　simultaneously　and　which　showed　positive　reaction　only　after
6　days．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Dec．　18，　1953）
34）螺頁：　日本癌学会Ol召和26年｝， 35）佐藤（勝）；札幌医誌（投稿中）；北海道医学．会（昭和28｝．
